
セミナー2
好きを研究するには？

担 当 ：

総 合 図 書 館 L S ( 人 文 学 研 究 科 ・ D 2 )



本日の流れ

１. 本セミナーの目的・概要

２． セミナー1の内容振り返り

３． 研究のステップ・LSの研究の事例紹介

４． 皆さんの研究についてのご相談

５． 次回予告
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１．セミナーの目的と概要
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セミナー１（10/29) ～LSの研究体験記～

研究するときにぶつかった課題や解決方法

セミナー2（11/5) ～好きを研究するには？～

自分の関心を研究にしていくプロセスを受講生に提示する。

セミナー3（11/12) ～研究を計画してみよう！～

受講生の関心に基づいて研究を計画する体験をしてもらう。



2．LSの自己紹介

◆総合図書館LS 岸田（人文学研究科言語文化学専攻D2）

◆専門：社会言語学・メディアコミュニケーション・ファン研究

◆研究テーマ

「推し活」におけるコミュニケーションと共有された知識

－2.5次元アイドルファンコミュニティのエスノグラフィーを通じてー
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2．LSの研究について
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研究テーマ

「推し活」におけるコミュニケーションと共有された知識

－2.5次元アイドルファンコミュニティのエスノグラフィーを通じてー

礼儀正しく、でも
仲良くなるように

炎上を目撃したら
スルーしよう！

炎上・誹謗中傷に対す
る態度

オンラインコミュニ
ケーションにおける社
会的距離の取り方



3.研究のステップ

•ステップ１ テーマを決める

•ステップ２ 調べる

•ステップ３ 組み立てる

•ステップ４ 執筆する

•ステップ５ 点検する
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(井下, 2019)



ステップ１ テーマを決める
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明確な動機づけがある 先行研究がある
明確に問いを示すこと

ができる

◆論文を書く人が
面白い！と思う

◆理論的枠組みがある
体系的な研究

◆幅広い視野から検討されて
いる研究

◆今までになかった視点
で納得させる問いの切り
口を見つける



ステップ１ テーマを決める
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明確な動機づけがある ◆論文を書く人が面白い！と思う

誹謗中傷・炎上

推し活



ステップ１ テーマを決める
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「推し活」に関する先行研究 「誹謗中傷」に関する先行研究



ステップ１ テーマを決める
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明確に問いを示すことができる ◆今までにない納得させる問いの切り口

学術的意義
□誹謗中傷、オンラインコミュニケーションの実情を明らかにする
□閉鎖的なコミュニティに対する知見の提供
□「推し活」と他の社会的現象との接点

社会的意義
□研究対象者・コミュニティ（ファン）に貢献できる可能性（？）
□誹謗中傷に対する向き合い方への示唆



ステップ２ 調べる
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(1)芋づる式の検索
(2)データベースを
使った検索

授業で提示された参考文献や
配布資料に記載された文献を
たどっていく

Cinii research
Google scholar
J-STAGE
等



ステップ３ 組み立てる
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はじめに（主題文）
を考えてみる

１．研究テーマの提示

２．先行研究の紹介

３．先行研究の批判的検討（問題点の指摘）

４．問い（仮説）を立てる

５．研究目的

６．研究方法



LSの研究の場合…
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仮の題名
「ファンから推しに対する誹謗中傷」の研究

①研究テーマの提示

近年、自分の好きな対象（人・物）を応援する「推し活」が盛んに行われている。それと同時
にファンから推しに対する誹謗中傷が問題となっている。

②先行研究の紹介
伊藤（2020)によって、少しでも自分の思い通りにいかないと推しに対して心ない発言をする
ファンが存在することが明らかになった。
（ファンチの多さの先行研究）

③先行研究の問題点の指摘
しかし、「好きな人（推し）に対する誹謗中傷」の実情には未だ着目されていない。



LSの研究の場合…
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仮の題名
「ファンから推しに対する誹謗中傷」に関する研究

④問いをたてる

ファンから推しに対する誹謗中傷の実情を示すためには、当事者（ファン）の「推しに対する
誹謗中傷のとらえ方」を示す必要があるのではないか

⑤研究目的
そこで本研究では、ファン同士のインタビューにおける語りを分析し、
ファンが「推し」や「誹謗中傷」に対して抱いている知識を明らかにする。
当事者研究の強みを生かして、隠蔽される傾向にあるファンの誹謗中傷に対する態度を示す。

⑥研究方法
まず、ファンが会話の中で「推し」や「誹謗中傷」をどのように表現しているか

次に、会話参加者（ほかのファン）がその表現に対してどのように反応しているかを検討す
る
これらを明らかにするために、Tannen（2007)のInvolvement Strategyに着目した談話分析を
行う。



４．皆さんの研究を教えてください！

•どのような研究をしたい？

•今研究に向けて悩んでいるところはありますか？

（先行研究、研究の問い、研究目的、研究方法）
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５．次回予告

11/12(水）12:30～13:15 「研究を計画してみよう！」

研究計画を発表してもらい、どのようにすれば伝わるかアドバイスをしあう
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次回までの課題

「はじめに（序論）のフォーマット」を書く

申込方法：セミナー3のみ完全予約制

予約はQRコードからお願いします！（前日17時まで）
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